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ロｰム台地の崖くずれ

～川崎市の場合～

はじめに

山地の多いわが国では地震却豪雨1はる山地災害と

平地での洪水湯海牢のよ夢紀発生している､

わが国で一番多くの人淀ちが生清している場所は沖

積平野で次か洪積層の台地や丘陵残りのわずかの人

鰯霞文棲麟蔑蒲水道也

§旭溝ノ鱒村近ではN逸紀下降する軸をもつ肉斜軸か

ある皿

害か待りている宙

州崎帝の慶くずれ

関東鰹一ム紀おおおれた多摩猛陵は東京二川崎1横

浜市ぽ凄淀がり最近では多くの宅地淋造成されて賦

一ム層の丘陵地帯は次冷と住宅地紀なり崖の上と下に

人家カミできている咀そうしてその中陪ほ無計画な宅地

造成はよって大雨の危びに大きな被害が発生し多数

の人命を失っているものもある咀

横浜布の崖くずれについては地質ユ訟一スヱ44号で

一部紹介したので今回は川瞭市紀実例をおいて述べて

みよう.

T1:夢際耐]

軸

S:下次音前i帳

点鮎地腕･"1

概界

川崎市を地形颪で区分するあ第夏図のよ費紀多摩丘

陵⑳瞭で標商募晦～夏⑩⑪臓付近に崖線が引かれる､ま

た丘陵⑳東部恋は漂高50㎜付近熔一段低い地形繭添屍

られあとは多麟州沿いの沖積低地となる罰これらの.

地形繭を一般紀標高王00狐付逓を境として北酉部の高

い丘陵は最も解析か進み多摩ヱ面(Tヱ面)と呼漆｡

次紀標高70㎜～90㎜付近で山頂に平坦面か少し残って

いる繭を多摩孤繭(丁澗)を呼ぶヨ窓らに標高50m

以下で山頂紀広く乎坦颪を残している台地を下末吉

面(警面)と呼んでいる､それぞれの面悠堆積してい

る湧一ム層を古い順紀多摩属一丑(TlT塞)下末吉

珂一ム斌蔵野浜一ム立川ロｰムと呼んでいるが州崎

市では多摩繭～斌蔵野面漢で添見られる｡最近丁狽

一ムを二分して上部を土橋ロｰみとして区別している

報告書もでているが私たちの踏査地でほ土橋面の堆

積物(泥)を確認できなかったので一応丁霧回一ムの申

に包含しておく.

第易図のように下末吉面より一段低い面を斌蔵野面

その下の繭を立川面と呼ぴ面と整合憾艦積しているロ

ｰム層を斌蔵野筒一ム立州溝一ム&呼んでいるか

ζこでは斌蔵野資一ムと並川ロｰ盗をいっしょにして

新期ロｰムと呼ぶこと紀する岬

繁嚢図

関東漂ロム層と段丘との関係

r関東口}ムJぷ蔓�
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礫層の上にこれと整合に丁皇浜一ムが堆積しその上悠

所期ロｰムが不整合に堆積している.丁皇ロｰ底層ばは

三つ組P㎜(浮石)と呼ぶ3歓のP皿が鍵層とな噸てい

る.

岱爾1丁屈の東側で漂繭Om～70m付近の豆陵で

薫ンヂルりス間氷期の海侵亭はって作られ花波食費の

上におし沼砂礫層がほぼ水平に厚さ4m～10獺堆積

している･横浜市の扉鳳が浦を模式地とする厨風力茎

浦層と対比され扇風添浦海侵の時紀海域の周縁部で

堆積し花と考免られる｡潟し沼砂礫層と整合に多麟簿

一ム(篶鱗一ふ)淋堆積し篶灘一ムの鐘綴皇しては

土橋駆一ムを含めて轡枚以上の肋層がある昔多摩管

一ムは酋箱根火山1酋八淋笹火出の噴出物差考えもれて

いる甜

下衆管箇:丁嚢面の東側にある繰高蜘皿～5脈の

台地でリス1ウル姦間氷期の海侵に攻りてできた波

食合といわれている.

波食育の上熔下末吉層(砂･泥1藻)ポ束に厚く酉

では薄く堆積している.下末吉層は上部の下末吉漠一

ムと整合でロｰム層には逢枚の聾搬層が鍵層をなって

いる.芝の筒一ム層も酋箱根火山･古八秘醤火{の

噴出物と考えられている｡

新期｡一ム1減蔵野漂一ム1立川ロｰムはそれぞ

れ斌蔵野面立川面では下部の砂礫層と整合に堆積し

ている.武蔵野ロｰム層の下部近くには鍵層として東

京Pm｡カミある.多摩颪1下末吉面の上では現在の地

形にだいたい沿って武蔵野ロｰムがありそれぞれの

湾一ム層と不整合に堆積している封凄た立川ρ一ムは

斌蔵野ロｰムとは不整合にそして現鍬形に沿って堆積

している.

一般紀新期減一ムの厚さは丁圃､ls面の上では不規

則ではあるが加～楓位堆積し州騎市村近ではT｡

商の削項では薄く(独～瞼)谷斜繭では厚く(蚊～7

独)堆積している､丁摘では一般紀薄い(晦～晦)

ようである.それぞれの模式地村近での濠一ム層の厚

さはT･面で2節(T2ロｰム翌7鵬を含む)丁摘では蝿

m+S面でほ帥～6固M面では約胸Tc面では4皿

以下である｡

しかしなからそれぞれ侵食されて流出し一也庶で

のロｰム全体の厚密は欝壕図のよ列α晦～箆晩節後

である.
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第3図関東ロｰム層の地質柱状鰯

第4図川崎市の危険崖(昭和41年州皓市調査)�
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俗調

鐵軸

欝妻顧危験嬢の鰯斜璃

渕聰

葦薙

凄⑪豊

搬湖

ヨ繊

慈垂

毒音

燃

孤

薯茎⑪塞塞菱垂嚢遥奪婁蜘婁幽餐

{薯鵬繍…総`洲幻遣脈絡,1多

腋≡1獅ヨ搬許㈱顯蔓醐

簾籔鰯都瀞餓漸焚

崩壊の定議

山地の崩壊終ついては多くの人たちが用語の定義

をそれぞれ決めているか新聞やテレビな柱ではそれぞ

れ適当紀ことばを使っている､筆者は一般的に使用す

る場合には次のように決めて使用している,

玉山《すか…山科繭扇簸の総称

皿山津波…･大規模な山くずれ(山科箇か蔭伽蛎が

と沁奮藷鑑の土宥添急激に崩轄する)

孤.立居療…豪雨の暗なぎ紀山科蔵の崩壊1はりて

生産凄抗施血宥秘河床や河清を洗掘し

て多量の土層の流扱&な吻で榊し鶯す

W地すペジ…山科薗沸数分間～数買閥醐こは数ユO

牢⑳あい怒脚こは急激紀あ秋･は降

るやか紀滑動し多くの揚含ずベク繭

付近紀描土をを奄なう

V鑑くずれ…他地や丘陵1台地･毅丘籍の縁で斜繭

上の表土や崖堆堆積物などの土砂か崩

落する(凍一ム台地の場合はロｰム層ポ

崩落する)

例をあげると十勝沖地震では八戸付近の濠一ム層

の長陵で地すべりと崖くずれ淡趨蓄山梨県の西湖

では豪雨によりて土石流秘発生し新潟県能生町芯は

融雪時に地すべりが発生し横浜1州騰市では台風1軸

もなう豪雨により慎一ム台地で崖くずれが麹き禅厨

の六甲山地では崖くずれと土宥流が発生し花と表錫す

る.

第王讃鍛中薮融は蔓盤じ淀鰺くず舵(神奈川県)

蜘秘舳㈱鮒州ヨ≡脇}㌔御田回

○郷雌?o｡孔

纈鰍降

蟻竈

嚇:餐婁螂榊;蜘顯要p顯

1音1婁㈱撒癖幻1義㈱ヨ鐵

顯1榊㌧

桑繊約

､護蹴濃蝋総繍㈱童紙鈍

燃､言三鉄,蛉燃紙一

く嚇紙災欝鰯賊激鱗騨鋤)

崖くずれを窓も熔綱かくみる当自然巖の廟簸変人エ

崖の崩壊をがあり自然崖の崩壊には谷頭の廟壌と

河川湯池脚部を洗掘したためにくずれる崩壊と凶腹崩

壊と淋ある哩

次1に口⑰数年閥陵神奈川県下で集中豪雨1は吻で発

生した崖くずれの件数と川崎市添現在調査を進めてい

る危険な崖の内訳を示そう(第1表)山

崩壊件数は第簑表のように自然崖の潮壌か非常に少

なく人工農の鵜壌秘多くの被害を起こしている.危

険な農の商巻曲幅1傾斜は第逐図のようである.

鋒熊糞朗一州ナ潮勅の統詩的講鏑鐙勢

に多くなっていく(第δ團).

これは一定量の降雨によって地下水位カミ上昇し次

の降雨によって表流水は急激に増加し｢地表水はよ

る崩鎮｣(欝6図)を発生する場合と駒下水の増加に

よりて地下水圧(間隙水圧)は急激紀高漢り間隙水

線載樽て看壇締ぬ腹秘潮壌を趨ζ衣脳下水型崩

壊Jを籍生する揚舎秘蕩篇｡慧⑫凌夢紅潮嬢腿は脳

譲氷勤を晩芥氷勤肋蛎り鱒1芯は地表氷1地

欝嚢讃洲鱗瀞紗舷鱗灘(畷秘跡鶏穣㌘辮)

洲醸瞭の鰯薮暖蕊議�
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欝餐鰯

州鱗甫銘熊浄水揚で鰯

至⑰o猟蝋上終細流慨て

幾螢し淀讃流棚ζぶ義

くず杓樽一ゐ綴獄

㌘欝の球の土橋獺…ふ

で錯鰯の㎞部1ζ槍鮎鯛

一義あ嶋藩

士鰍凄働敬櫛爽堺花ん

爾で乎拒ん繭上の携

詞く琢完全と見ら寂る

地形繭ご麦に麗捻鑑<ずれ

丁呈1Tゼ§衝は潔一ム層と源一ム層下部の地形臨

地質が異なっているので崩壊の状態も異なる場合部あ

る.地表水型の崖くずれは山脚部の洗掘によりて山

腹崩壊を起こし花り人工的は地形を変形したり住宅

の排水1c崖の斜面を利周し花りする場合祀趨こってい

る硅涙一ム層の合地ではどの地形面でも同じ形で発

生している｡護岸工事や宅地造成凄花家を作る時な

どに流水の方向や排水Qに注意すれば多くは防止

できるはずである目

地下水型の崖くずれは基盤砦の岩質と形態に支配さ

れているのでそれぞれの形態について説明する.

一丁重繭の崖くずれ

T1繭では基盤岩と不整含に錦四紀の御殿峠礫層が堆

基盤岩の三浦層灘は泥岩･粘土･シルト･砂･礫か

らなり透水層と不透氷層が茜ゆ基盤の岩質によって

崩壊⑳状態樽異なりてくる由

粘土1シルト1砂1礫欝秘互層している場合には地

下水型崩類が発鍵し砂層溶けの場合紀は表流水はよ

る崩鎮だはで地下水型崩壊は蒐られない､

基盤が泥岩がらなる場合の崖くずれは人工的に地形

を変走地場合祀多く山腹熔遠路を作ると道路の上下

で濠一各層が廟鐘している､急斜面の樹木を切り草

山にした場合にも崩壊淋発生しているがこれはT･面で

泥岩からなる斜面がくずれるのと全く同じである(第7

図)､

粘土またはシルトと砂嚢淀は礫が互層している場合

に谷頭付近の自然崖で大きな崩壊を起こしている虫

これは透水麗の砂1磯からの湧水により砂1小春秘流

出して基盤ポゆるみ箱壌が発生する年表面

紀所期漬一切雌積している揚含紀は地すべ

り性の廟壌を起こし谷を壊めている例も屍られ

る由これは豪雨紀的地下水圧が高くな堕

濠一ム層流げでなく基盤の一部蜜でいっしょ

に崩壊したものと屍られる.

第葛図は宅地を作るために山脚部でロｰム

層出基盤を刎)敢夢そのま婁放糧したので

下の方から一次1二次お上方ぬ抄かりてくず

れ今後もくずれを繰り返すものと屍られる珪

ここでは基盤が砂あ粘土の互層になっていて

その上紀不整含に厚害王吉独位の新潮蟻一ム

淋堆積じでいる由基盤の砂層の部分からは

第7翻川崎市議碗繋ン斧簸の斜臓釣くず細で蕗艦勘凄簾蔓綴⑳瀦藷遺を鐙

り樹木を切った淀め道の上竜下でくず虹勇蝿堂し刊喝�
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むし

虐

汐ヌマ㍗獅桝

欝轟鰯点譲顯翻紛蜜鋤敢吻て蜜を搾夢鱒獺塾その護刻こしていたの

で鏑峨欝猟どくず扱今銚くず鴻と克眺る

(州鯖嚇締生)

湧水か見られる苗三浦層灘の砂とシルトの互層してい

る地域では切り敢ザ盛土か容錫なので個人で工事

を実施している例が多く斜薗賦簡単ぽコンクリｰト

襲伽爾⑳鑑くずれ

川崎市の自然崖の潮壌は丁禽繭に多く横浜市の解風

篤婁鰯州鯖市揃隻⑳寵鏡地で嚢～餐騨夢)隷湯欄篶螂一ふの蟻万綬鑑鑑

が湖て湧氷む嬢く嚇泌鰹慈れ鳴

か浦付近の崖くずれど機構的には岡むと見られる苗

欝工聰並僚麟滋魑

洲瞭市五反困川の着岸(北斜面)の河岸段径(餐磁)と篶臓拍次びロｰム層の関係�
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環は豪雨の時に多量の砂や小石か流れ出し崖の脚部で

地層がゆるみ崩壊が発生するものと考えられる.

T2面に宅地造成をした場合のくずれは多くの場合

小㍗こ沼砂礫

山斜面を切り取りおし沼砂礫層の崖下に家を作り崖

くずれで家屋の一部か埋没したり第12図のごをく産

上の土台近く漢でくずれ花りしている､

丘陵の斜面で上方ぽ間型の谷地形は旧崩壊地形か多

く豪雨の時紀はくずれやすい斜繭である,とくに

斜繭におし沼砂機層が露出していて湧水秘ある揚含紀

は最もくずれやすい斜面で踏篭硅おし二沼砂礫層を切

り散る場合に湧水があれぱどのような地形でも容場に

くずれるから排水に注意し完全な擁壁を作る必要が

ある.

盛土の場合には第13図のように旧斜繭と盛土の境が

地下水路となり排水か行なわれていても盛土の部分

カミ分離して動き石垣等赫容易に破壊される｡宅地造

成の場合にはできればロｰム層を盛土に使用すること

はさけるべきであるが経済的理由で盛土に使用する�
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棚榊ふ

㎞浅

聯雛

鰍鰯

時は旧斜面を盛土登⑳分離蜜防ぎ純下水顯流路鉦撚

水に注意し簑ンクリｰド擁壁壷傍藩泌翼秘務駁

漂ニム層だけを切り取る場合は不屈と同じく比較的

くずれぽくい｡第14図は基盤岩がシルト砦からなる

丘陵斜面で斜面上酌､胸～王｡晦の摩巻で新潮頂一

ムポおおっている地域の崖くずれでわずかな降雨でも

くずれることがある.

第15図は昭和43年熔くずれ淀斜面で原因は産上の

道路から雨水があふれて基盤のシルト岩&貝一ふ層の

境からくずれ施ものである佃この付近の斜面には順崩

壊斜繭梯多く屍られる曲ζれはわずかに表流水の流路

が変化し花だけでも簿一ム層はくずれ一度くずれる

と連続的紀横陪広がる傾向が屍られる｡漢たこの斜面

の上部忙は潟し沼砂礫層淡分布しているので他の斜

面と比較して地下水が多く降雨の時にはとくに多

量の地下水が流れることも考吏られる･

最近でほ谷の奥まで住宅ができ谷頭付近の住宅では

谷頭の崖くずれで庭先か埋塞り次の廟壌では住宅に

被害が発生することが予想される家さ免ある｡

先年川崎市狐末の灰津波(地質黒狐一スエ33号)では

谷頭の湧水を無視して埋立てたため惣大被害が発生し

たことば明らかである､現在下竈爾では山を削り谷

を埋め大規模な宅地造成が行なわれている淡湧水に

対して十分な配慮が行なわれているか否かは重要な

闇題である曲

5S面の崖くずれ

下末吉面には下末吉海浸によりてで意た平花んな

波食台の上に下末書層カミ堆積しこれと整合紀下末吉

賢一ムが堆積している.下末書層は東で厚く政で薄く

なり厚い東部では基底礫1下部砂層･中部泥層一上

部砂層の順に堆積し厚さ互㈱以上あ乱西部では約

2醐前後の基底礫上部砂層だけか堆積している1

下末吉台地では下末吉原一ム層が§測前後ありそ

の上に所期ロｰムが4m～7狐位堆積している.

川崎市の北酉部を東西に走る小田急電鉄は五反田川

の凍積地を走っている茄この五反田川の有葦は緩傾斜

な北斜面で沖積面とは急慶で擁している､芯の緩斜

爾は下宋書期の河成段丘をいわれ基盤の上には夏搬

～慧脈の段遼襟淡勘簑港の先ぽ粘土(◎昔独～o｡晦)

水つ嚢漠一仏郊一班⑳順熔堆積し仙滋串孫一狐層

は金都税⑬滋前後⑳厚慈芯澄る嘩地下氷は段猛襟層

淡ら湧胸㍑礫属褒り遣部概濠一淡層秘くずれ繊満苗

鶏蝿籔獺は曜秘⑩舘⑳崖くず批芯五㈱以遊離勅て

営沈小鯛慈繍藪鷲被霧秘滋顯施由ご砕くずれは礫層

秘蔭⑳湧水畿湖肋側労濠鋤踏蕃ものあ規ら虹鋤婁

沫煮瀬絶は危険な巖淡残ゆ瀞鴻｡為繭の潟し沼砂礫

糧と岡むく礫層が透水層となり基盤繭の傾斜などぽ

より湧水地点秘できこの湧水地点付近の斜面は常

に地下水型潮簸の危険があると考えられる､

おし沼砂礫層と段丘礫層を比較すると段丘礫層は薄

くて分布範囲がせまく枝沢の入口付近までしか段丘

が無いので自然崖の崩壊は河川による側方侵食によ

る場合添多い｡下末吉層の堆積している多摩丘陵東

側の台地(下末吉面)では自然崖のくずれは少なく

ほとんど直接関接的紀地形を変形した場合淋多く道

路や住宅による盛土･切土の部分でくずれている吉

轄糟艦繊畿鑑く襟杓

野一ム禽地の宅地造成は灘一浪台地の特偉を淡く理

艦じて丞欝を実施淡るな蟻ば拙淋いわゆる芥良

欝且鰯簿窺五織蟻驚穣の艦鋤嚢遺贈ζ鰯婁滋)1醜繊刷ズ

鰯溝から海ふ紙恕両成梯餅武勇主蔭流れ落ち崩壊を起

ζレ地その後響輿宥側の斜薗も崩落し施�



一26一

毛澄地などは崖くずれを趨ζす淀め紀人工崖を作

､た&思われるような猫険な宅澄地秘勅る百これは

明らか忙人災というべきで宅造業者の輿心の問題であ

る章

瓢6図

洲騰歳蚤灰陶川流載

鐙闘の饅くずれで李爽

鄭釣繊ンタ勇一トで斜

面蜜縞拍櫛ている灘翁

洲倶繊簸飽等煎葦嚢小

鯛籍織蟻下愛置反禺

洲鳶峨派州の側方便

飼ζぷ欄て鱗嬢し爽と

いうζとで翼潅剛1臓

総線;ζ湾筒て流派篶･

慈鍛も篤験な崖の工

つ

人工鐙⑳崩かい

始めに述べ花よ刃こ州騎布の崖くずれは人工紀よって

地形を変形させた揚禽紀多く工事関係者が注意すれば

多くの場合防止でき花を考免られる再人工を加え花

斜面の瀦壊は次の揚含紀多い由

羅山科爾を切り取りその凄襲放置し花場合

b盛土し施勅蘭の看が誉

簑出腹熔遺絡を作る

d山斜面の樹木を切る

e産上の住宅からの鋳氷

上調のよう紀丘陵や段症の山頂1山腹1{脚部に人

工を加えた揚合多くの崩壌秘起きている喧峯不嵐篭

造地磨は無差別熔崩壌を起こすのでこれは別として

人工紀ぷりて地形を変形した場合の崩簸獄禽然慶の崩

壊条件と岡じではないが人工によりて地形を変形む

くずれやすい粂件を作り出しその対策ヱ事を実施して

いない揚合淋多い串をくに猛陵斜面に盛土をして前

面ぽ宥がきや杭竹等1はり土留工事をした場合に

旧斜繭から崩壊する例が多い帝これは自然災害&い雪

より人災という式きであろう曲

今後⑳閥騒魚

最近の宅地造成は宅造漆1磁り関係富庁の指導1敢

り締資で不農宅澄地は骸を砂そめた秘大規模な篭飽

造蔵熔攻りて大きな谷を金部埋めるぷうな工寮が多

くな瀞て慧淀曲忍の揚禽谷頭付近の湧氷にっいては

警然袴慮きれていると思クが犬飽麗級も耐える擁壁峰

導水踏を作ること蛮た導水踏紀花濠る土砂の処置なぎ

も考免ておかなけれぱ将衆大規模な災害発生の要因

ともなりか柏ない咄

宅造法秘で蓄る以節の宅造地はいっ糾帖多するか

｢危険が一ぽいJをい克るほど災害と隣り含勅ぜ紀螢

清している諌庭か少なくない｡現在漢でのお慧ろ横

浜帝でも州臓市でも危険地帯の墓礎調養秘亀まり行

なめれていないの硲くずれてから｢あそζは危険であ

るJとい雪のでは今後も崖くず棚はる人鼻事故は

なくならないで勅る勤曲

鰍獺欝亘鰯の霜側め翻鈴彩鑑下綬篤蔓紹綴傷瀦鐙影⑳五鰹殿澄磯

溺秘数聾灘の五秘蔭繊慧篶独鉦滅､む繊藷沌なりでい葛

最も殖険瓶慶�
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毛造地を買う場合

現在大都市周辺では日夜広範鰯に宅地造成赫行な

われ多くの問題を起こしている硅崖くずれをはじめ

として自然の破壊(文化財の破損)1洪水1交通難の

増大等これはわが国が発展する上での必要悪なのかも

ている.最近の建設省の調査では東京都石神井川の

流量添r昭和鑓年と昭榔7年では約婁倍紀増え現在

では一層増えているJと維定している(ζれは台風時

の一定雨量紀対しての流鐘計算数億)由

この例から兇ても帯小海州か氾濫しないこと淋不思

議な位であ聾無計画に宅地造成をし淀緕果でもある苦

土地の酋老の誘も現在では通用せず予想もしていな

い処に襲で洪水の範囲カ童広がるζをを知って潟く必

要がある｡河川敷紀相当するような所に凄で家屋を

作る例も見られる赫これは絶対ぽ止めるべきである

(第五8関).

鑑くず扱1段艮1合地1丘陵1山地淋宅造地である

跨は濃くずれを調べて見る由平坦面上の宅地は排

水&潟当り怒けを誇免れば良いが多くの宅造地は丘

陵や凶をけずり低い谷を埋めてひな段式の宅地を作

っている.この場合には埋めだて花土地は買わぬこと

丘陵地で玉山をけずった土地は良いが盛土をして

簡単な石積などをし花畑所では潮嬢を趨蔓じやすい｡

谷を埋め花場所で地すべり性の沈降や潮嬢を起こし

ている例もある､最近では広範囲悠宅造するので旧

地形を判断するこを秘非常に困難ではあるが古い

1/2.5万地形図や現地で宅造地周辺部の地形から稜線軸

谷線を延長して屍て隔地形を判断することも盛土1

切土の宅地を判別する一つの方法である.また宅造地

の一番低い水路沿いの部分は､､埋立地であることが多い.

小範囲の宅澄地であれば沢の部分や凹型斜面は多色対

にさけ斜面に家を作るときには切り取った｢地山｣

の部分に家を作リ盛土の部分には絶対に家を作らぬ

ことが必要である.

斜面の途中で岩質が変化する時はとくに注意する.

濠一ム合地で崖下凌で濃一ム層であれば表流水を

農から流さぬ限り兇較的安全な崖である(切り取った

凄蛮にして招くと表面は霜ではげ落ちる)串

鴬一ム層の巌で下方紀磯1秒･粘土1泥岩等がでて

いる揚含紀は注意する.浜一ム層の下部から湧水して

いれば危険農と考えてよい誼宅地の裏が凹型斜繭で

あれば注意する､産上の排水か崖に流れ落ちる個所は

危険である宙

以上の察を考えて宅造地を見ると危険な宅地は全

体の何割がぼ当るはずである｡不安を感じたら市役所

の土木課に相談すれば専門家カ蝉導してくれる苗

降雨のたびに不安な一夜をすごしたりまた他人に災

害を抽よぽ春ぬため紀も象の周囲の宅地を総点検して

人災をなくし自然災害を未然に防ぐことは私たち市

毘の責任でありまた義務でもあろう.

(繁讃ら積地形諜)

鶏鰯鰯概川敷の申の隷農(神戸湘灼紗例)�


